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１ はじめに 
新学習指導要領に基づいた高等学校理科における教育課程は，平成 24 年度から先行して実施され

ます。今回の新学習指導要領は，小・中・高等学校を通じた内容の系統性を重視して改善が図られて

いることから，本研究は，高等学校理科の円滑な接続を図ることを目的とした，高校教員のためのサ

ポート資料を作成しました。 

 

２ 小・中学校との系統性を重視した指導法とは 
  本研究において，「小・中学校との系統性を重視した指導」とは，高等学校の学習内容が，小・中

学校のそれぞれの段階でどのように学習してきたか，生徒と共に振り返り，確認しながら授業を展開

することです。 

 

３ 高等学校理科の指導に関する教員への実態調査 

 

４ 小・中学校での学習内容をまとめたサポート資料の内容 
  サポート資料の内容は，高等学校の「基礎を付した科目」のそれぞれの単元が，小・中学校の段階

に応じてどのように学習されているかを中心にまとめました。 

 



 

高等学校 電気 ～物質と電気抵抗についての内容～ 

〈ここで学習するキーワード〉 

帯電 静電気 静電気力 原子 原子核 電子 

電荷 電気量 クーロン 放電 電流  

アンペア 素子 回路 電圧 ボルト オームの

法則 電気抵抗 電気抵抗率 抵抗率  

自由電子 導体 不導体（絶縁体） 半導体  

電気エネルギー ジュール熱 電力 消費電力 

ワット 電力量 ジュール ジュールの法則 ワ

ット時  

キロワット時 

〈観察，実験〉 

・静電気の実験 

・金属線の電気抵抗の実験 

 

中学校第２学年 電流 

〈学習した用語〉 

回路 直列回路 並列回路 回路図  

アンペア（Ａ）ミリアンペア（ｍＡ）電圧  

ボルト（Ｖ）オームの法則 電気抵抗（抵抗） 

オーム（Ω）導体 不導体（絶縁体） 電力 

ワット（Ｗ）熱量 ジュール（Ｊ）電力量 

静電気 帯電 放電 真空放電 陰極線 電子 

 
〈身につけた技能〉 

・電源装置の使い方 ・電流計の使い方 

・電圧計の使い方 

 

〈行ってきた観察，実験〉 

・回路を流れる電流を調べる（直列回路，並列回路） 

（写真ａ） 

・回路を流れる電圧を調べる（直列回路，並列回路） 

・電圧を変化させたときの電流を調べる（写真ｂ） 

・電熱線で発泡ポリスチレンを切る（発展） 

・電熱線の発熱量（写真ｃ） 

〈予想されるつまずき〉 

・電圧と電流から（並列回路・直列回路中

の）抵抗の値を計算できない。 

 

ｂ 

ａ 

〈用語の変化〉 

・直列回路（中学校）←直列つなぎ（小学校） 

・並列回路（中学校）←並列つなぎ（小学校） 

岩手県で採択されている教科書を

参考に盛り込みました。 

ｃ 

つまずきや定着が図られていない

内容を紹介します。 

用語のアンダーラインは，小・中学校

で既に学習してきた用語であること

を示します。 

５ 実際のサポート資料例 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｊ ｋ 

小学校第６学年 電気の利用 

〈学習した用語〉 

コンデンサー 

 

〈行ってきた観察，実験〉 

・手回し発電機で電気を作る（写真ｄ） 

・コンデンサーに電気をためて使う（写真ｅ） 

・電熱線の太さを変えて発熱量を調べる（写真ｆ） 

ｅ ｄ ｆ 

観察，実験の内容のイメージがつかみ

やすくなるよう写真を加えました。 

小学校第４学年 電気の働き 

〈学習した用語〉 

 直列つなぎ へい列つなぎ 光電池 

 

〈行ってきた観察，実験〉 

・電流の向きとモーターの回る向き（写真ｇ） 

・かん電池とモーターを使った自動車（写真ｈ） 

・かん電池の数やつなぎ方を変えて電流の大きさ 

を調べる（写真ｉ） 

〈身につけた技能〉 

 ・検流計の使い方 ・電池の扱い方 

 

ｉ ｈ ｇ 

〈学習した用語〉 

豆電球 どう線 かん電池 ＋きょく  

－きょく 回路 金ぞく 

 
〈身につけた技能〉 

・導線のつなぎ方 

〈行ってきた観察，実験〉 

・豆電球と乾電池をつなぐ（写真ｊ） 

・電気を通す物，通さない物（写真ｋ） 

小学校第３学年 電気の通り道 

〈指導のポイント〉直列回路（Ｒ＝Ｒ１＋Ｒ２），並列回路（１／Ｒ＝１/Ｒ１＋１/Ｒ２），それ

ぞれの合成抵抗の求め方について確認する。 

〈指導のポイント〉では，予想される

つまずきに対して行う指導について

紹介します。 



サポート資料の使いやすさは？ 

 
＜教員の回答＞ 

・小・中学校での学習内容を見たことがなか

ったので，このような資料があれば授業が

やりやすいと率直に思った。 

 

・小・中学校でどんなことを学習してきたの

かあまり時間をかけないで把握でき，授業

の構想を練るのに助かると思った。 

 

・日頃，生徒には「中学校で学習したよね？」

という話をするのですが，自分が中学校で

習ってきたこととは異なる部分もあり，こ

のようにまとめられたものがあると授業の

組み立てもしやすいと思います。 

サポート資料を活用した学習指導

のわかりやすさは？ 
＜生徒の回答＞ 

・小・中学校で習った内容を思い出しなが 

ら取り組めたので良かったです。 

 

・皆が思い出していないことを先に理解さ 

せたのは良いと思った。内容も生徒達に 

答えを求める形で進んでいて覚えやすい 

ものだった。 

 

・復習を取り入れての授業は初めてだった 

ので驚いたけど説明がわかりやすくて理 

解することができました。 

 

 

６ サポート資料をより良いものにするための調査・授業実践 
サポート資料に関しての有効性と改善点を考察するため，調査・授業実践を行いました。授業実践 

では，岩手県立岩谷堂高等学校総合学科２年次２学級 48 名を対象に，平成 23 年９月 28 日と９月 29

日に実施しました。ここでは，授業実践のため，現行課程に基づいたサポート資料を作成しました。

理科教員対象にサポート資料の使いやすさについて，生徒対象にサポート資料を活用した学習指導の

わかりやすさについて，それぞれアンケートを実施しました。 

 

 

７ 研究のまとめ                                

研究の結果，高等学校理科における小・中学校の系統性を重視した指導法についての基本構想を明 

らかにし，サポート資料を作成することができました。さらに，サポート資料に関しての有効性と改 

善点を明らかにするための調査・授業実践をとおして，サポート資料を改善し，より利用しやすいも 

のにすることができました。 

今後の課題は，高度な概念や探究方法を学習する科目である「物理」，「化学」，「生物」，「地

学」，「課題研究」においての資料を作成する必要があります。また，系統性を重視した指導をより

効果的に行うために，高等学校の理科教員は，小・中学校の教員と連携し，小・中学校の学習内容を

参考に，よりよい授業へとつなげていく必要があります。 

 

８ おわりに                                             

  研究内容の詳細については，当センターの Web ページに資料を掲載しておりますのでご覧下さい。

作成した小・中学校での学習事項をまとめたサポート資料についても同ページに掲載しておりますの

で，ご活用下さい。（岩手県立総合教育センターWeb ページ http//www.iwate-ed.jp/） 

 

 

 


